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東北大学医学部附属病院では

“専任の医療安全管理者”（ＧＲ

Ｍ）として１人の薬剤師が活躍

している。ベテラン薬剤師の村

井ユリ子さんだ。所属は院長直

属の独立組織「医療安全推進室」

であり、古巣の薬剤部に対して

も医療安全の徹底を求める立場

だ。医師や看護師のＧＲＭと共

に、毎日、各部署からあがってく

る多数の「インシデントレポー

ト」に目を通し、分析、対処す

る。院内研修会の企画・運営な

ど多様な業務を通じ、陰に陽に

安全な医療の推進を支えている。

村井さんの所属する医療安全

推進室は、病院全体のリスクマ

ネジメントを担当する組織とし

て、５年ほど前に設置された。

その後2002年には、大学病院な

どの特定機能病院に、ＧＲＭを

置くことが国の施策として義務

づけられた。その要件は医師、

歯科医師、薬剤師、看護師であ

り、同院で最初に専任ＧＲＭと

して配置されたのは看護師であ

った。続いて兼任の医師が１人、

さらに05年に薬剤部を代表して

村井さんが送り込まれた。この

部署にはそのほか、兼務の形で

臨床検査技師、理学療法士など

幅広い領域から、30人を超える

人材が室員として投入されている。

村井さんは「一般的には看護師が中心で、

薬剤師はマイナーな立場だが、それぞれの立

場から協力していくことが必要」と語る。チ

ームの中で、それぞれが専

門性を十分に発揮し、患者

には安全な医療を、医療従

事者には安全な環境を整備

していくことが求められ

る。まさにベテラン薬剤師

でなければ務まらない業務

といえる。

院内はＬＡＮ環境が整備

され、各部門から医療事故

には至らなかったヒヤリハ

ット事例が、“インシデントレポート”とし

てオンラインで報告されてくる。それらに目

を通し、適切に対処することが、重要な役割

の１つだ。一見単純なミスに見える事例でも、

その背景に薬が係わるケースも多いという。

例えばインシデントの内訳では、３番目に

多い項目として、病室やトイレなどでの転倒、

ベッドなどからの転落事例があるが、「一見

患者本人の不注意かと思っても、実は催眠薬

や抗癌剤による痺れで足下がふらついていた

など、薬剤がバックグラウンドにある例も多

い」と指摘する。そういう面で村井さんには、

「薬の専門家の目」で症例を分析し、対応策

を提示することが求められている。
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村井さんがＧＲＭ業務に就いて最初に困っ

たのは、「全く臨床のことに関する知識がな

い」ことで、「インシデントの内容をイメー

ジすることに苦労した」そうだ。ベテランで

さえ病態、診断・治療、手技、医療用具など

に関する知識不足を痛感するという。「卒業

した何十年も前の頃には、こういう分野に仕

事が広がっていくとは想像もつかなかった。

今後の６年制での臨床教育に

期待したいところです」と話

す。

この仕事に取り組んでの印

象を村井さんは、「１つの職

種では医療は成り立たないと

いう真の意味のチーム医療を

実感できる。私がＧＲＭにな

ったことで、院内でも医療安

全に薬剤部・薬剤師が係わっ

ていることの認識が強まった

と思う」と語った。

また、外部から薬剤部業務

を見て「看護師に対する支援、

与薬場面でのリスク削減を具

体的に考えなければならな

い。最低限、薬剤業務を保障

するシステムを作る必要があ

る」と指摘した。具体的な対策やシステムの

提案・実行が期待されるところだ。

最後に「他の部署との仲立ちをしなければ

ならないところ。ＤＩ、薬剤管理指導など、

どの場面でも関係者間を調整するという仕事

は薬剤師に必要。その延長線上で、力を持っ

た人にこういう仕事に就いてほしい」と述べ

た。
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